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原著

孫と祖父母の関係に関する研究
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隆 章*

A STUDY OF GRANDCHILDREN' S RELA TIONSHIPS 

WITH THEIR GRANDP ARENTS 

Taka-aki OGAWA* 

Questionnaires were administered to college students and elementary school (5th & 6th 

grade) children. They answered about their perceptions of the relationships with their own 

living and dead grandparents. The analysis of their responses showed following main results. 

(1) College students had less frequent interactions with their grandparents and lower 

attachment to them than elementary school children had. 

(2) Neither the geographical distance between grandchildren and their grandparents nor 

the frequency of their interactions was correlat巴dwith grandchildr巴n'slevels of attachment 

to their grandparents. 

(3) When grandchildren perceived good r巴lationsbetween their mothers and their paternal 

grandparents li ving in same households they liked paternal grandmothers more than other 

grandchildren who perceived bad relations between them. 

(4) College students had uncomfortable experiences with their grandparents especially when 

they lived together in same homes. 

(5) Among five styles of grandparenting named by Neugarten & Weinstein， The Formal， 

Fun-Seeking and Parent-Surrogate were positively evaluted whil巴 Patriarchaland Distant‘ 

Figure were negatively evaluated by college students. 

(6) College students who liked and respect巴dmuch their grandparents tended to hope to 

live together with their own parents after their marriage in future. 

問題

幼稚園児や小学校低学年児童などはよく「昨日はお祖

父ちゃんと ~した」とか 「今日はお祖母ちゃんと00へ

おでかけするんだ」などと楽しそうに話して いる。 ま

た， 小学生に悩みの調査をした結果では，悩みの相談相

手と して父母や友だちとともに祖父母が挙げられること
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が少なくなかった(浅倉 1992)。ファーマンら (Fur-

man & Buhrmester 1985)は小学校5，6年生を取り巻

く人間関係を幾つかの側面から調査し，祖父母が父母，

兄弟，友人とともに重要であるこ とを記 している。一

方，祖父母にとっても，孫は子より もさらに可愛いとい

われることが多い。都内在住の65歳以上の高齢者に「こ

の一年間でどのようなことが嬉しかったか」を尋ねたと
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ころ，孫の誕生とか入学という回答が男女とも少なくな

かった(那須 1967)。現在，我が国は位界ーの長寿国と

なり，また少子化が進んできた。一人の高齢者の持つ子

どもと孫の人数が少なく，また孫やときには曾孫、がかな

りの年齢になるまで，接触が可能となってきている

(注1)。祖父母と孫の関係が両者にとって以前に増して

重要になってきているのではないだろうか。ところで，

実証的研究を見ていくと，家政学，社会学，老年学から

の研究はかなり有るが，心理学からの研究は少ないよう

である。田中ら (1987)は，大学生を対象に別居してい

る祖父母との訪問，電話，手紙，贈り物等の交流の実態

とそれに影響する要因として所要時間(最も大きな要因

がこれで、あった)，性別(女孫、の方がやや祖父母との交

流が多い)，祖父母の居住形態(祖父母のみで生活して

いる場合の方が交流が多い)，続柄(父方，母方の別)， 

孫、の居住地などについて検討した。船越・深谷 (1990)

は，小学校4-6年生とその母親に質問紙調査を行っ

た。子どもの祖父イメージと男性高齢者イメージ，祖母

イメージと女性高齢者イメージは関連していた。また，

子どもの愛着は祖父よりも祖母，父方よりも母方祖父母

に対しての方が強かった。女児の方が男児よりもやや強

い愛着を示した。祖父母と同居している孫は同居できて

良かったと回答している者が大部分であった。彼らは孫

と祖父母の同居，近居，遠居などの違いについては検討

していない。石黒ら (1991)は，中学生と大学生に質問

紙調査を行い，祖父母との同居・別居している理由，心

のつながり，祖父母のイメージについて回答を得た。こ

こでは，祖父母との同居・別居，続柄，祖父母と両親と

の関係などが祖父母と孫、の関係に及ぼす影響が有るかど

うかについて検討していなかった。

海外の研究に目を向けると 1つの特徴としては大学

生を調査対象として彼らの祖父母との関係を研究したも

のが多いことである (Ho任man1979-80， Hartshorne & 
Manaster 1982， Matthews & Sprey 1985， Eisenberg 

1988， Kennedy 1989， 1990， 1991， 1992， Creasey & 

Koblewski 1991， Hodgson 1992)。もう 1つは，祖父母

を対象としたものが多いことである (Neugarten & 

Weinstein 1964， Hader 1965， U pdegraff 1968， Ka 

hana & Kahana 1971， Robertson 1976， Clavan 1978， 

Ahrons & Bowman 1982， Johnson 1983， Kivnick 

1983， Strom & Strom 1983， Kivett 1985， Bengtson & 

Robertson 1985， Strom & Strom 1988， Link 1989， 

Robinson 1989， Thomas 1989， 1990， Roberto 1990， 

Gee 1991， Smith 1991， Roberto 1992)。まず前者の大学

生を調査対象とした諸研究では，各研究者とも大学生た

ちが現在もなお祖父母との暖かい関係を保持し，彼らの

人生において祖父母が重要な位置にあることを強調して

いる。しかし，これらの諸研究では，幼い時期と大学生

くらいの年齢段階とを比較したものがない。その中でた

だ1つ，マシューズら (Matthews& Sprey 1985) 

は， 大学生132人に質問紙調査を行い， 現在の祖父母と

の関係とともに子どもの頃の祖父母との関係について回

答を求め，子どもの頃3 良好な関係だ、った者は現在でも

良い関係であることを報告している。本研究では，これ

を参考にして大学生に現在と子どもの頃の祖父母との関

係について回答を求めるとともに，小学生にも質問紙調

査を行い，祖父母と孫の関係について年齢段階の違いに

よる差異について検討してみたい。次に，後者の祖父母

を対象とした研究の中で古典的ともいえるニューガーテ

ンら (Neugarten & Weinst巴in1964)は，祖父母に面接

調査を行h 彼らの孫との接触(これを英語で grandpa

rentingと呼んでいる。祖父母行動とでも訳すべきかと

思われる)のタイプあるいはスタイルを 5個設定して，

各祖父母をそのうちのどれかに分類した。いま，その 5

つのタイプというのを要約して挙げると，次のようなも

のである。

(1)父母と祖父母の役割をはっきり区別してP 孫、に関

心を持つが，責任は父母にまかせる(フォーマル)(注

2) 

(2)孫を遊び仲間と考える。孫、をとても可愛がり，そ

の成長を楽しむ。孫に対して権威が無い(遊び相手)

(3)父母が働いている時ゃいない時に子どもの世話を

代理にする人(親代わり)

(4)祖父母が特別な技能，財産などを持ったりして家

父長的である。両親もこれに従い，孫、に対しでもたまに

口を出す(家父長的)

(5)祖父母と孫は離れて住んでいて，時々接触するの

み。遠い存在である(遠い存在)

この研究では，各祖父母をどれか1つのタイプに当て

はめ 1個人が複数のタイプに分類されることはないの

(注 1)曾祖母と曾孫についてウェントウスキー (Wentowski 1985) が研究を行い， パートンら (Eurton & 
Bengtson 1985)も曾祖母の面接調査を報告している。

(注 2)村井 (1981)はこれを正常型と訳しているが，これではあたかもこのタイプが正しいタイプであって，

他のタイプは正常ではない片寄ったタイフ。であるかような印象を与えるので，本研究では無理に訳さな

いでフォーマルとしておくことにする。



で，最も顕著な個人的特徴で分類され，副次的に他の特

徴を有していても結果的に無視されることになる。 (3)の

「親代わり」は祖母のみにみられ，祖父には皆無という

結果であるが，しかし祖父にも，孫との接触の中で「親

代わり」の要素をその役割行動に含んでいることが多い

のではないか。事実，その後の2つの研究でこの点があ

きらかになっている。クローフォード (Crawford1981) 

は，最初の孫が生まれる前後の祖父母にニューガーテン

らと少し異なる 5個のタイフ。の祖父母の型を表わす文章

を見せ，それに対する賛否を回答してもらった。したが

って，この結果では複数のタイプに該当する祖父母の方

がむしろ多くなっている。またマシューズら (Matthe-

ws & Sprey 1984)は，離婚した子どもを持つ祖父母と

子どもが一人も離婚していない祖父母に面接調査して，

ここでも祖父母自身に5個のタイプを提示して選択させ

たところ，複数のタイフ。を選ぶ祖父母が少なくなかっ

た。「親代わり」を単独あるいは他と組み合わせて選ん

だ祖父母13人のうち12人が離婚した子どもがいた(した

がって片親家庭の孫がいた)。 ところで， ニューガーテ

ンらとそれに関係する研究を見てみると，彼らの分類を

用いて，孫から見て，祖父母とのどのような接触を望ん

でいるかの資料を得ることが出来るのではないかという

気がする。孫に 5個の祖父母のタイプを見せて，彼らの

実の祖父母がどれくらいそれに当てはまるかを評定して

もらい，その結果が他のどのような変数と関連している

かを検討してみたい。たとえば，孫、からの愛着や尊敬と

プラスの関係があるものと反対にマイナスの関係がある

ものを見出し，孫の望む接触のスタイルについての資料

とすることができないだろうか。

なお，米固などでは，老夫婦が結婚している子ども夫

婦と同居することは少なく，独身でいる子どもと同居す

ることはあっても，通常は老夫婦だけで生活することが

多いのに対して，我が国では結婚して子ども(老夫婦に

とっては孫〉のいる子どもと同居する場合が多い(望月

1988，志賀 1992)。親に対するアンケート調査では，か

なりの親が老後を子どもとその家族との同居を望んでい

る(総理府広報室 1882，総務庁青少年対策本部 1987)。

孫は，祖父母との関係が良好である場合，自分が年老い

た両親と同居することに積極的な傾向を持つというよう

な関連はないのであろうか。

本研究では，大学生に質問紙調査を行い，また副次的

に小学生にも簡単な調査を行い，次の事項について検討

したい。

(1)大学生の現在と子どもの頃の祖父母との関係の比

較
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(2)大学生と小学生の祖父母との関係の比較

(3)大学生にはニューガーテンらの立てた5個の祖父

母のスタイルに自分の祖父母がどれくらい当てはまるか

評定を求め，その評定値が祖父母に対する笈着・尊敬や

そのほかの変数とどのように関連しているか。

(4)大学生の祖父母との関係と彼らの自分の結婚後の

両親との同居の希望と関連があるかどうか。

方法

三重県内の2校の大学生330名(男子123名， 女子206

名，性別無記入者1名)と同地の 2校の小学5，6年生

(男子139名，女予114名)に質問紙調査を行った。現在，

祖父母がいる(生きている)者は，

父方祖父小学生 48.6% 大学生 26.4%

父方祖母 806% 58.8% 

母方祖父 63.2% 36.2% 

母方祖母 82.6% 73.3% 

であった。父方祖父母あるいはそのうちの片方と同居し

ている者は小学生では29.2%，大学生では帰省先で同居

している者を含めると25.76%，母方祖父母あるいはそ

の片方と同居しているものは小学生では12.6%，大学生

ではやはり帰省先での同居を含めると5.1%であった。

結果

1.祖父母との接触の程度

小学生と大学生の回答した父方および母方祖父母と同

居していない者の接触(会ったり，電話するなどの)頻

度は(比率は非該当者を除いた数値である)， 

a.父方祖父母と

(1)毎週のように

小学生 43人 (32.1%) 大学生 10人(6.9%) 

(2)月に何度か

小学生 42人 (31.3%) 大学生 17人(1. 7%) 

(3)一年に何度か

小学生 25人 (18.7%) 大学生 75人 (51.7%) 

(4)ほとんど会ったりしない

小学生 22人 (16.4%) 大学生 34人 (23.4%)

(5)無答

小学生 2人(1. 5%) 大学生 9人(6.2%) 

b 母方祖父母と

(1)毎週のように

小学生 52人 (26.1%) 大学生 23人(9.5%) 

(2)月に何度か

小学生 74人 (37.2%) 大学生 75人 (31.1%)

(3)一年に何度か
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小学生 54人 (27.1%) 大学生106人 (44.0%) 手とすることが多い結果である。小学生も大学生も男子

よりも女子の方がやや多いようにみえたが，統計的な差

はなかった。

(4)ほとんど会ったりしない

小学生 18人(9.1%) 大学生 28人 (11.6%)

(5)無答 2 祖父母に対する愛着

小学生 1人(0.5%) 大学生 9人(2.7%) 4人の祖父母をどれくらい好きかについての回答をま

とめると表1および表2となった。ここではすでになく

なっている祖父母についても回答してもらった。「知ら

ない」というのは幼い頃なくなったので，覚えていなく

て答えられないというもののほか，現在まだ健在である

けれども，極端に接触がすくなく，よくわからないとい

うケースも含まれている。本研究では回答者の家庭の状

況について，実の両親がそろっているか，片親家庭か，

継父・継母がいるか，というような点については把握し

ていなかった。米国では離婚家庭が多く，祖父母から見

て実の子が孫を引き取った場合は祖父母との接触が離婚

前より増加するが，配偶者の方が孫を引き取った場合は

祖父母と孫の接触は極端に減少することが指摘されてい

る (Ahrons& Bowman 1982， Matthews & Sprey 

という集計結果となった。大学生の方が一貫して接触が

少ない。後者では，父方祖父母と母方祖父母との接触の

頻度を比較すると，父方よりも母方祖父母との接触の方

が有意に多かった。次にもう lつp 小学生，大学生共通

に質問した項目として，悩みごとが有ったら相談するか

どうかをたずねた。これは各祖父母ごとに，同居.J.lIJ居

にかかわらず，祖父母が生存の者全員のうち「よく(相

談)する」および「時々する」と回答した者の人数と比

率を挙げると，

a 父方祖父

小学生 25人 (19.4%) 大学生 8人(8.2%) 

b.父方祖母

小学生 54人 (26.2%) 大学生 23人 (11.2%)

c 母方祖父

小学生 32人 (19.2%) 大学生 15人 (11.5%)

d 母方祖母

1984， Kennedy 1990)。わが国においては，離婚した夫

婦のうち片方が子どもを引き取ると，他方の親は全く子

どもに接触できなくなる場合が多いので，祖父母も孫と

小学生 54人 (21.3%) 大学生 35人 (14.1%) の接触が無くなるであろう。表1，2に見るように 4

となり，ここでも一貫して小学生の方が祖父母を相談相 積の祖父母とも小学生の方が大学生よりも愛着の程度が

表 1 祖父母への愛着の程度 小学生

父方祖父 父方祖母 母方祖父 母方祖母

1. とても虫干き 103 (40.7%) 138 (54.5%) 140 (55.3%) 171 (67.6%) 

2. わりと女子き 34 (13.4%) 41 (16.2%) 37 (14.6%) 38 (15.0%) 

3. 半分半分 36 (14.2%) 31 (12.3%) 24 ( 9.5%) 20 ( 7.9%) 
4. 少し嫌い 5 ( 2.0%) 7 ( 2.8%) 2 ( 0.8%) 2 ( 0.8%) 

5. 嫌い 1 ( 0.4%) 3 ( 1.2%) 1 ( 0.4%) 3 ( 1.2%) 

6. 知らない 73 (28.9%) 32 (12.6%) 48 (19.0%) 18 ( 7.1%) 

7. 無答 1 ( 0.4%) 1 ( 0.4%) 1 ( 0.4%) 1 ( 0.4%) 

メ口込 昔l' 253 (100 %) 253 (100%) 253 (100 %) 253 (100 %) 

表 2 祖父母への愛着の程度 大学生

父方祖父 父方祖母 母方祖父 母方祖母

1. とても好き 86 (26.1%) 99 (30.0%) 101 (30.6%) 158 (47.9%) 

2. わりと好き 61 (18.5%) 86 (26.1%) 74 (22.4%) 100 (30.3%) 

3. 半分半分 43 (13.0%) 72 (21.8%) 34 (10.3%) 34 (10.3%) 
4. 少し嫌い 7 ( 2.1%) 10 ( 3.0%) 4 ( 1.2%) 4 ( 1.2%) 
5. 嫌い 9 ( 2.7%) 16 ( 4.8%) 2 ( 0.6%) 2 ( 0.6%) 

6. 知らない 124 (37.6%) 47 (14.2%) 112 (33.9%) 29 ( 8.8%) 

7. 無答 。 。 3 ( 0.9%) 3 ( 0.9%) 

メE与Z、 計 330 (100%) 330 (100 %) 330 (100 %) 330 (100 %) 
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表 3 父方祖母への愛着 大学生の子どもの時と現在(祖母生存の者のみ)

現在
とても わりと

1 とても 48人 13人

2. わりと 18 42 

3. 半分半分 1 16 

4. 少し嫌い 。 2 

5. 嫌い 1 3 

音|ー 68 76 

;(2=208.21， c1f=16， p< .001 

高い。また，大学生のうち，現在，祖父母が生存の者の

みについて，小学生の時と現在の愛着の程度を比較する

と 4種の祖父母のいずれについても現在の方がはっき

りと低かった。父方祖母について表3に示した。この表

の187人中 2つの時期で同程度の者が121人，現在の方

が愛着の程度が高い者21人， 逆に低い者45人であるの

で，全体では現在の方が有意に低い結果である (χ2=

8.73， p<.Ol)。また， この表に見るように，マシュー

ズら (1985)とおなじく 2つの時期の愛着の程度は相

関している。 他の 3種の祖父母についても このことは共

通していた。

前述の船越らの結果と同じく，米国でも父方祖父母よ

りも母方祖父母と，そして祖父よりも祖母と孫との接触

が多く，また心理的親密さが高いことを示す研究結果

が多い (Hoffman 1979~80 ， Hartshorne & Manaster 

1982， Eisenberg 1988， Kennec1y 1991， Creasey & 

Koblewsky 1991， Hodgson 1992)。本研究の資料でこの

点を検討してみると，まず小学生で、は，母方祖母の方が

父方祖母よりも，そして母方祖父の方が父方祖父より好

かれていた。また母方の祖父と祖母の比較では p 祖母の

方が孫から顕著に好かれていた。大学生では父方母方と

もに祖父よりも祖母に対する愛着の方が高かった。その

他の差については，差の方向は前述の諸研究の結果と同

じであるが，有意ではなかった。また祖父母に対する愛

着の男女差についてもやや女子の方が高いように見える

が，小学生 ・大学生ともに統計的に有意ではなかった

(注3)。なお，ここで注目すべき結果は，各祖父母の死

小学生の頃
計

半々 少し嫌い 嫌 u、

O人 O人 0人 6L、
2 1 。 63 

23 2 l 43 

1 2 2 7 

1 2 6 13 

27 7 9 187 

亡している者と生存している者に2分して愛着について

比較すると，小学生では差がないが，大学生では一員ーし

て死亡している祖父母に対する愛着の程度が生存してい

る祖父母に対する愛着よりもやや高いことである。父方

祖父のみについて統計的に有意であるが，他の 3人の祖

父母についても差の方向が一致していた。死亡している

場合は「知らない」が多いけれども， これを除き比較す

ると，生存している場合よりも全体に好意的に評定され

ていた。祖父母との関係が過去のことになった場合は良

いことが印象強く残るのに対して，引き続き接触が有る

場合は後述の「いやに思う」経験が有ることから，その

分が割り引かれて評定されるのであろうか。この他に祖

父母に対する愛着に関連する要因として孫から見た母親

と祖父母との仲の良さを取り上げてみた。表4および表

5は小学生・大学生ともに父方祖父母と同居している家

庭で， 祖父母と母親が仲が良いことと祖母に対する愛着

の程度に関連が見られた。祖父に対する愛着については

関係がなかった。このことは嫁と男とよりも嫁と姑との

関係が家族関係にとってより重要であることを示してい

るといえようか。 また人数は少ないが， 母方祖父母と同

居している者で，母親と祖父母の仲の良さと祖父母に対

する愛着の評定値をクロス集計してみたが，こちらの方

は関連が見られなかった。母親とその実の親の場合は仲

が悪いといっても，孫が嫌な思いをするほどではないか

らではないだろう か。事実，母方祖父母と母親の関係は

孫の目からみたところでは「あまり良くない」が皆無で

あった。

(注3)多くの研究で父方祖父母より母方祖父母， 祖父よりも祖母が孫から好かれ，相談相手になったりする傾

向があることを示しているが，一部にはそのような傾向を見出さなかった研究報告もある。しかし，逆

の傾向を報告した研究結果は皆無である。したがって，本研究の結果は内外の先行の諸研究と類似した

結果といってよいだろう。また，上記の傾向の原因としては， "kin -keeper " と，して女性が異世代聞の

交流と接触を促進する役割を持つことを挙げる者が多く (Hoffman1979~80 ， Eisenberg 1988， Hoc1gson 

1992， Kivett 1991等)，他には母方祖父母の方が若いことが多い(Hoffman1979， I-Iartshorne & Manaster 

1982)，祖母が息子の子どもよりも娘の子どもを好む (Fischer1983)，などが挙げられている。
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表 4 同居する父方祖父母と母親との関係と祖母への愛着(小学生)

父方祖母への愛着
祖父母と母の関係

とても わりと 半々 少し嫌い

1. 良い 27人 6人 2人 0人

2. わりと良い 12 10 3 2 

3. あまり良くない 1 。 5 。
合計 40 16 10 2 

χ'=39.48， dfニ 8，p<.001 

嫌い

人A
U
A
U
1よ

l 

表 5 同居する父方祖母と母親との関係と祖母への愛着(大学生)

父方祖母への愛着
祖父母と母の関係

とても わりと 半々 少し嫌い 嫌い

1. 良い 10人， 7人 1人 1人 0人

2. わりと良い 7 14 10 1 l 

3. あまり良くない 3 4 3 4 5 

合計 20 25 14 6 6 

χ'=26.13， dfニ 8，P <.001 

なお，別の質問で，各自の 4人の祖父母の中で一番好

きな祖父母は誰であるか回答を求めたところ，小学生と

大学生の選択率は，

1.父方祖父

小学生 10.1%( 8.3%) 大学生 12.1%(16.7%) 

2.父方祖母

小学生 24.3%(24.8%) 大学生 16.1%(18.9%)

3.母方祖父

小学生 15.5%(17.5%) 大学生 12.1%(12.9%)

4.母方祖母

小学生 27.7%(27.0%) 学生大 43.3%(36.4%)

5 決められない

小学生 21.6%(22.6%) 大学生 13.5%(15.5%) 

6 浦答

小学生 0.7% 大学生 3.3% 

となった。「決められない」は選択肢としては用意して

いなかったのであるが，複数の祖父母を同じ程度に好き

なので，一人に絞れない，というものである。また，カ

ッコ内は表lおよび表2に集計した回答の中で，自分の

4人の祖父母のいずれについても「知らない」と回答し

ていない者，小学生137名，大学生132名のみで集計した

数値である (本研究では生存している祖父母だけでな

く，亡くなった祖父母をも含めて回答してもらったの

で 4人の祖父母の生存率の違いの影響は直接的にはな

いけれども，早く亡くなったり，あるいは事情があって

健在だけども，接触が無いため， r知らない」と回答して
いる者の比率が4人の祖父母で顕著な差があった。その

影響を排除した数値である)0 4人の祖父母の中で最も

多く選ばれているのは母方祖母であった。カハナら

(Kahana & Kahana 1970)の調査した小学生，パティ

ステリら (Batistelli& Farneti 1991)の調査した 9，

12， 17歳の者たち 3 ケネデ、イ (Kennedy1990)およびホ

ジソン (Hodgson1992) の研究した大学生たちも一貫

して最も好きな祖父母として母方祖母を最も多くあげて

いる(注4)。

3.祖父母に対する尊敬

大学生のみ祖父母に対する尊敬の程度について回答を

求めた。 4人の祖父母についての集計結果は表6であ

る。愛着の場合と異なり，死亡している祖父母の方が高

いということはなかった。クロス集計の結果， r知らな
い」を除くと，父方祖父と父方祖母では祖父の方が孫、か

らの尊敬度が高かった。しかし，母方の祖父と祖母の比

(注4)後述のように，本研究では大学生のみ祖父母に対する「いやに思う」経験を調査した。小学生について

は調査していないが，おそらく大学生の方が多いだろう。大学生のこの経験は母方よりも父方祖父母に

対しての方が多い。小学生よりも大学生の方が 1人に絞って最も好きな祖父母を選ばせると， 母方祖母

に選択が集中することの 1つの原因がここにあるように恩われる。
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表 6 祖父母を尊敬する程度

1. 尊敬している

2. 少し尊敬している

3. あまり尊敬しない

4. 尊敬しない

5. 知らない，わからない

6. 無答

父方祖父

121 (36.7%) 

65 (19.7%) 

44 (13.3%) 

26 ( 7.9%) 

70 (21.2%) 

4 ( 1.2%) 

表 7 狙父母をいやに思うことの有無

父方祖父母 母方祖父母

1. よくある 41 (12.4%) 6 ( 1.8%) 

2. たまにある 124 (37.6%) 67 (20.3%) 

3. あまりない 97 (29.4%) 141 (42.7%) 

4. ない 40 (12.1%) 86 (26.1%) 

5. 無答 28 ( 8.5%) 30 ( 9.1%) 

メE〉3、三H 330 (100%) 330 (100%) 

較では有意ではないが，祖母の方がむしろやや高かっ

た。また，父方と母方の祖父同土は差がないが，祖母の

うちでは母方祖母の方が尊敬度が高かった。尊敬する理

由として多くの回答者により挙げられているのは，

*大変苦労している

*よく働く

*年をとっても元気でいるから

*私を大事にしてくれたから

米今の自分があるのは祖父母のおかげだから

*自分が尊敬する両親の父母だから

キ今までの生き方を尊敬するから

勺且父母が互いに助け合って生きているから

*立派な功績を持つ

*色々知識を持っている

九性格が良いから

*趣味・生き甲斐を持っているから

父方祖母 母方祖父 母方祖母

110 (33.3%) 130 (39.4%) 154 (46.7%) 

80 (24.2%) 58 (17.6%) 85 (25.8%) 

69 (20.9%) 44 (13.3%) 50 (15.2%) 

35 (10.6%) 13 ( 3.9%) 11 ( 3.3%) 

32 ( 9.7%) 76 (23.0%) 26 ( 7.9%) 

4 ( 1.2%) 9 ( 2.7%) 4 ( 1.2%) 

*気が若かったりして話が合う

*年を取っている人は尊敬に値するから

などであった。

4.祖父母に対する「いやに思うこと」

これも大学生についてのみである。父方祖父母，母方

祖父母に対して「いやだなと思ったことはありますか」

と尋ね， 4段階で回答を求めた。表7がその結果であ

る。無答を除き検定すると，父方祖父母に対する「いや

に思うこと」が多かった。ただし，この「いやに思うこ

と」は祖父母の居住地と関係があった。表8は父方祖父

母の居住地とのクロス集計結果である。同居の場合が顕

著に多い。同居と「歩いて10分以内」に住む祖父母につ

いては「ない」の回答は皆無である。住居の近さと接触

の頻度とは密接な関連があったので，やはり接触が多い

と祖父母との楽しい経験ばかりでなく，不快な経験が生

ずる可能性が高くなるといえそうである。いやに思った

ことの内容として挙げられているものは，

*干渉しすぎるとき(口うるさい)

*母親の悪口をいう(いじめる)

明頁固である

*わがまま， 自分勝手

*人間的に問題がある

*不潔なとき

*，心配症

*何度も言わないと理解してもらえないとき

*他の孫と比較するとき

表 8 父方祖父母の居住地と「いやに思う」程度

よくある たまに あまりない な U、

1. 同居 20人 54人 12人 0人

2. 歩いて10分以内 l 9 3 。
3. 釆り物で30分以内 1 9 13 7 

4. 釆り物で 2時間以内 9 8 21 6 

5. 釆り物で 2時間以上 3 10 14 13 

X2=72.71， df=12， p<.001 
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表 9 祖父母の 5つのタイプに 「当てはまる」の回答の比率

父方祖父 父方祖母 母方祖父 母方祖母

1. フォーマノレ 33.3% 36.4% 33.0% 41.5% 

2. 遊び相手 13.6 16.7 15.8 25.8 

3. 親代わり 10.6 27.3 11.8 30.6 

4. 家父長的 5.2 3.0 4.5 2.1 

5. 遠い存在 11.5 16.7 10.3 12.1 

表 10 母親の仕事と父方祖母の(3)r親代わり」の評定

父方祖母の (3)の評定

母親の仕事 合計
当てはまる やや当てはまる 当てはまらない

1. 毎日くらい出勤

2. 自営業

3. 時々出勤

4. 専業主婦

合計

):2=21.08， df=6， p<.01 

*病気の姿，病気の世話をしたとき

ホひとの悪口を他人にいう

*金銭面でもめたとき

51人

12 

4 

23 

90 

などがあった。なお，父方祖父母と母方祖父母のどちら

とも同居していない者のみで比較してみたところ，上と

同じく，父方祖父母に対しての方がいやに思うことが有

意に多かった。

5.孫から見た祖父母のタイプの評定

大学生の各自の4人の祖父母について，ニューガーテ

ンらの設定した5つのタイプに「あてはまるJ，rややあ
てはまるj，rあてはまらない」の3段階で評定すること

を求めた。表9はそのうち各タイプに「あてはまる」と

回答した者の比率である。ニューガーテンらと同じく，

「フォーマルJが最も多く， r家父長的Jが最も少なかっ

た。「親代わり」は祖父よりも有意に祖母に多いが祖父

にも見られること，および 「遊び相手」が祖父よりも祖

母の方が有意に多いことの 2点が彼らと違う結果であ

る。

次に，これらの評定値と他の質問項目の回答との関連

をみた。まず孫から見て，これらのどのタイプの祖父母

が好かれるのか。愛着との関連を見ると，rフォーマルj，

「遊び相手j，r親代わり」は愛着の程度とプラスの関連，
「家父長的」と「遠い存在」はマイナスの関連が有意であ

った。尊敬の程度との関連は，rフォーマル」および「親

代わり」がプラスの関連， r遠い存在」とはマイナスの関

28人 49人 128人

16 18 46 

4 13 21 

27 73 123 

75 153 318 

連がみられた。居住地の近さと 「親代わり」はプラス

の， r遠い存在」はマイナスの有意な関連があった。表

10は母親の仕事と父方祖母の「親代わり」に当てはまる

程度とが関連があることを示している。ところで，ニュ

ーガーテンらは，祖父母に対する面接調査により各祖父

母を 5つのタイプのうちのどれかに分類したのであるか

ら 1人の祖父または祖母が重複して複数のタイプに分

類されることはなかった。本研究では 1人の祖父 ・祖

母が複数のタイプに 「あてはまる」と評定されることが

可能であった。この評定値の重なり具合をみてみると，

4人の祖父母で多少違いがあるものの，共通して rフ

ォー7ル」と「遊び相手」が一番重複していることが多

く，次にこの2っと 「親代わり」が重複して「あてはま

る」とされることが多かった。 「遠い存在」は 「フォーマ

/レ」と重複評定を多く受け，その他のタイプと重なるこ

とは少なかった。「家父長的」 は他のタイプと重なるこ

とが最も少なく 1つだけ孤立しているように見えた。

次に，これらの評定値を 1，2， 3という数値に変換し

て相互関係を相関係数として算出してみたところ，クロ

ス集計の結果と同様な結果であるが，つけ加えることと

して， r遠い存在」は 「親代わり」との問に最も大きい負

の相関があり ，またこの「親代わり」と「家父長的」の

聞に有意な正の相関が有った。「親代わり」が孫との関

わり具合が最も深く，その対極に位置しているのが 「遠

い存在Jであると解釈できょう。また 「家父長的」も孫



( 21 ) 

表 11 祖父母に対する尊敬度の高さと将来の自分の父母との同居希望の関係

両親との同居

1. したい

2. あまりしたくない

3. したくない

メ〉、三L
日開l

;(2=19.56， df=2， p<.OOl 

尊敬度の高い者

38人

26 

2 

66 

の生活に関与することの大きいことで似ているのではな

いかと思われる。

6 両親との同居の希望の程度とそれに関係する要因

質問項目 No.61は 「あなたは， 自分の両親と将来，

同居したいですか」とし，自分が結婚したあとの両親と

同居についての質問であることを補足説明した。用意し

た3つの選択肢ご、との回答は，

(1) したい 114人 (34.5%)

(2)あまりしたくない 153人 (46.4%)

(3) したくない

(4)無答

46人 (13.9%)

17人(5.2%) 

となり，全体的には同居を望む者は約3分の lであっ

た。これらの回答には性差がなかったので，次の集計ーは

男女込みで行った。

この項目の回答と祖父母に関する肯定的および否定的

な反応と関係があるであろうか。前述のように，愛着に

比べて尊敬の方が祖父母の生きているかどうかについて

差がないので 4人の祖父母に対する尊敬の高い者をと

りだすため，自己の3人の祖父母に関して 「尊敬してい

る」と回答し，残りの 1人の祖父あるいは祖母について

「尊敬しているJ，1少し尊敬している」もしくは「知ら

ないから分からない」のいずれかの回答をしているもの

を取り出すと， 66人がこの条件を満たしていた。これら

の大学生はいずれの祖父母に対しでも「あまり尊敬しな

い」あるいは 「尊敬しない」という回答が無い者であ

り，全体的に祖父母に対する尊敬の念が高いと判断でき

ょう。この66人と無答の者を除く他の 247人を5.lIJの群と

して質問項目61を比較すると表11となった。尊敬度の高

い者では I(同居)したい」の回答が過半数であるが，

それ以外の者では 1/3にもならず，明瞭な差となってい

る。また「愛着」についても同様な手続きで，祖父母に

対する愛着の強い者46人を選び出し，残りの 266人と

項目 61の回答を比較すると，両群の差はやや縮まる

が，やはり有意な差を生じていた。なお，この項目61の

回答には単に祖父母との同居経験の有る群と無い群に2

分して比較しても差がなく， 1いやに思う」経験の回答

その他の者

76人

127 

44 

247 

との関連もなかった。

合計

全体的考察

114人

153 

46 

313 

大学生となっている孫は，小学生に比較すると祖父母

との接触も少なく，愛着の程度も明らかに低い結果であ

った。また，マシューズらの結果と同じく，本研究でも

大学生の現在の祖父母に対する愛着の程度は彼らの子ど

もの頃の愛着の程度と関連していた。これは回想、による

データなので，厳密なところは縦断的調査によらなけれ

ばならないだろうが。米国のホジソン (1992) および

アイゼンパーグ (Eisenberg1988)の研究では，大学生

(全員が祖父母とは別居であった) と祖父母の間の居住

地が近い者は接触も多く，愛着の程度も高い結果であっ

た。また， ドイツのシュティッカー (Sticker1991)も

ドイツにおける幾つかの研究結果をまとめて，地理的な

距離が孫の祖父母にたいする愛着の強さに関連している

ことを強調している。しかし，本研究では，大学生も小

学生も祖父母に対する愛着の程度には全体的には祖父母

の居住地の距離との関連は見られなかった。接触の多さ

については極端に少ない者 (1ほとんどあったりしない」

と回答)を除けば，愛着と尊敬の程度に関係が無かっ

た。毎週会う者も 1年に何度かしか会わない者も愛着お

よび尊敬に有意な差はなかった。今日では一組の祖父母

に対する孫の数は少なく，孫がまだ小学生くらいの年齢

の時は特に祖父母もまだ元気で、あるので，会える機会の

少ない孫、に対しては楽しい出会いになるよう祖父母がサ

ービスするからであろうか。居住地と関係があったのは

「いやに思う」経験の程度であった。大学生の回答では

同居している場合に特に多くなっている。接触の機会が

多いと，祖父母との楽しい経験が多いだけでなく 1い

やに思う」経験も増し，相殺されて愛着の程度に居住地

の差が生じないとも考えられる。海外の研究で孫の祖父

母に対する不快な感情を報告した研究はあまりみかけな

いが， ポーランドのティスコワ (Tyszkowa 1991) は

高校生と大学生138人の作文の内容分析から祖父母の孫

に及ぼす望ましくない影響として過保護を指摘し，また
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それと反対に，少数の者が祖父母の冷めた疎遠な態度に

不快な感情を示したことを記している。

今回，大学生にニューガーテンらの5個の祖父母のス

タイルを示して各自の祖父母がどれくらい当てはまるか

評定を求めた。同じ祖父母に対する愛着や尊敬， iいや

に思う」ことの回答とのクロス集計から， 1フォ ーマ

ルJ，1遊び相手J，1親代わり」などが孫から肯定的な評

価を受け，1家父長的J，1遠い存在」が否定的な評価を

受けているといってよいであろう。「遠い存在」は孫に

あまり関心を持たず，愛情を示さない祖父母であろう。

「家父長的」は我が国ではかつての伝統的な三世代の直

系家族の中で本来の祖父母の姿であったろう。祖父は家

長として，祖母は主婦権を持ち，孫の親である若夫婦よ

りも権威を持って直接孫の行動を規制しでも当然であっ

た。しかし，現在では，孫は祖父母からの干渉を嫌う傾

向が強い。「いやに思う」 こととして 「干渉される」 こと

を挙げている者が多い。そして今回のデータでは同居し

ている場合にそのような経験が多いという結果であっ

た。アイゼンパーグの調査した大学生も，祖父母から

「望まないアドパイスを受ける」ことを主要な不快な経

験として挙げていた。「親代わり」は孫の生活に深く関

与するが，孫とその親の方に祖父母からの深い関与を要

請する条件が有るので，尊敬と愛着を増しているようで

ある。そのような条件の無いときはむしろ，孫に関心と

愛情を示しつつ少し距離を置き，求められなければ口出

ししない (1フォーマルJ)方が孫からの評価が高いよう

である。しかし，孫とその殺に距離を置きすぎる と，孫

からは「遠い存在」と見られることはこの2つのスタイ

ルの評定結果がかなり重複していることから窺える。

最後に，大学生は自分の祖父母と満足な関係を経験し

た場合，具体的には祖父母に対する愛着と尊敬が高い者

は，そうでない者に比較して自分の結婚後に両親と同居

することを希望する傾向があった。今回の大学生の回答

の中に，両親との同居を希望しつつ， 1二世帯住宅で」と

付記しである回答も少なくなかった。今後，このような

条件を詳細に検討する必要があるが，今回，一応，上述

のように結論することができるように思われる。
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